
囲碁研究ノート 

 

（参考）プロ棋士によってＮＨＫ杯で打たれた 6 七の布石 

 

（１） 例１  

2014 年 11 月 2 日 2 回戦第 13 局で、張栩九段対横田茂昭九段の対局が行われ、張九段が黒

番で９目半勝った。 

 1,3,5,7 と 5 七を打って、大升が完成して、隅の白石と向かい合う。黒 41 までで、黒１と

３は連携できた。黒７が白石の中に取り込まれるかどうか。 

 
白 86 と白が守って、黒 7 からの黒石が白石を分断している。 



 



黒が下辺をまとめて、上辺の黒を守りながら右辺の黒と連携したところで、黒が有利な形

となった。 

 
危なかった上辺の黒が右辺の黒と連絡して黒優勢となった。 

 

  



以下はヨセが進行した。 

 
 

 

  



 

  



（２）例２ 

2014 年 9 月 28 日の 2 回戦第 6 局で、蘇耀国八段対山城宏九段の対局が行われ、蘇八段が

黒番で 3 目半勝ちとなった。これが多分最初の例ではないだろうか。 

黒１，３，５，７の大升ができた。５七の下で右下隅に打つと、右辺に黒地ができた。 

 

逆に左上辺左辺では黒が隅に侵入した形になった。 

 



左辺上の白に絡みながら、黒は中央から下辺の白を圧縮し、中央上にも地を作った。 

 

 

 

  



 

 

 



 （３）5 七布石と 6 七布石 

プロ棋士が５七に打つと隅に対して働きが強いので、隅から地を広げようとする動きを

妨害しやすい。従って、地に辛いプロ棋士として採用しやすい布石であろう。ＮＨＫ杯とい

うプロ棋士が勝負をかける場で 5 七からの布石が実用されたことは、５七のスペース布石

が市民権を得たようで、嬉しい。 

しかし、スペース布石からいうと、四つの５七を繋ぐ四つの６十一からできる大きな升を

理想とするので、そのような布石をプロ棋士が打ってくれればもっと嬉しい。 

 

もうひとつのスペース布石６七は、敵が隅の地を取ることに対して妨害しにくい。 

しかし、６七に有利な面もある。 

① ６七と６十を打つと、この枠の中に侵入しくいこと、ふたつの６七を６十で繋ぐと、

強力な線ができるので、スペースを抑えるのに有力なはずである。 

② 隅を守る手数が及ばないうちに中の布石が完成すれば、交互に打ってもなお残った隙

間がある隅が容易に荒らされるか、圧迫されること、 

③ 高い６線に近く打つと地を守りにくいので、６線に打ったからといって、隅を簡単に

広げることができるわけではないこと 

④ 星、高目にお互いに隅に打って、隅のハンディキャップを減殺してから６七を打つと、

打ち易い。 

というわけで、プロ棋士が６七も打ってくれるようになると、大変嬉しい。 

 

私の最近の実戦例から、中央の連絡を重視して、うまくいった例をいくつかあげる。 

① Ｋさんとの対局 （白番、一隅に打ってから５七布石作戦） 

 



 

 

白 128 で黒の大石が取られることになる。 

  



② Ｙさんとの対局例 （黒番、高目と星を打ってから６七布石作戦） 

 

 

  



 

 

③ Ｓさんとの対局例 （黒番、高目、星を打ってから６七布石作戦） 

 



 

④ Ｎさんとの対局例 （黒番、タスキ星を打ってから６七布石作戦） 

 
 



 

 

 

 

 


